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千葉県健康福祉部疾病対策課
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医療推進事業について

千葉県では…

・肝炎ウイルス検査の結果、陽性になった方への確実な受診の促進
（→ウイルス性肝炎患者等重症化予防推進事業）

・医療水準の向上
（→拠点病院連絡協議会の開催、拠点病院による研修会）

・患者の医療費負担軽減
（→肝炎治療特別促進事業、肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業）

等に取り組んでいる（千葉県肝炎対策推進計画より）
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医療費助成事業の概要

【肝炎】
対象
Ｂ型・Ｃ型ウイルス性肝炎の治療を目的として行うインターフェロン、
インターフェロンフリー及び核酸アナログ製剤治療

公費負担
医療保険適用後の患者自己負担額のうち、患者の世帯全員の市町村民税課税
年額に応じた自己負担限度額を超えた額を助成（月額）

【肝がん・重度肝硬変】
対象
肝がん・重度肝硬変の入院及び通院治療※で、高額療養費算定基準額を超えた
月が過去24月で1回以上ある場合に申請が可能となり、2回目以降を助成
※分子標的薬を用いた化学療法、肝動注化学療法、粒子線治療が対象

公費負担
医療保険適用後の患者自己負担額のうち、1万円を超えた額を助成（月額）
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医療費助成申請状況（肝炎）
医療費助成申請状況

千葉県肝炎治療特別促進事業データより千葉県疾病対策課作成

※R2年度は新型コロナウイルスの影響により、核酸アナログ更新者は自動延長となったため、申請数としては大幅減。
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医療費助成認定状況（肝炎）
医療費助成認定状況

千葉県肝炎治療特別促進事業データより千葉県疾病対策課作成

※R2年度の核酸アナログ更新の件数は、自動延長対象者を含む。



令和６年７月３１日時点
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医療費助成認定状況（肝がん）

【現時点の参加者数11名の内訳】
B型肝がん：0名
B型肝がん・重度肝硬変：0名
C型肝がん：7名
C型肝がん・重度肝硬変：4名

医療費助成認定状況 （現状不承認は無し）

計６９件（新規申請４１件、更新申請２０件、自動延長８件）

合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月年度

00000H30

14001110121321R1

11010091000000R2

14311301101210R3

12104201100012R4

13104012100130R5

52111R6



令和６年８月１日時点
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指定医療機関の指定状況

【うち診断書作成研修会によるもの】
令和5年12月開催分：5医療機関
令和6年6月開催分：3医療機関

千葉県肝炎治療特別促進事業指定医療機関の指定状況(保健所管轄別)

県全体 271医療機関

(参考)前年同月：255医療機関

山武海匝香取印旛野田松戸市川習志野管轄

1077267291422医療機関数

柏市船橋市千葉市市原君津安房夷隅長生管轄

12375011141258医療機関数
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令和6年度 医療推進事業実施計画
１. 診療連携体制の強化
・千葉大病院と協力して肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会
を開催し、千葉県内の肝炎対策の取組状況や、課題について
情報共有を図る。

２．医療費助成の活用の推進

・肝炎治療特別促進事業及び肝がん・重度肝硬変治療研究促進
事業による医療費助成の継続に加えて、患者への周知を図る。

・医療費助成の申請にあたり必要な診断書を作成できる医療機関
の拡大を図るため、拠点病院と連携し診断書作成研修会を実施
する。


